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(J-PARC)

PSI (スイス)

研究室での登山

富士山

ANSTO (オーストラリア）

幾何学的フラストレーション

海外での実験 ORNL (アメリカ)

 複雑な相互作用が存在する系

強誘電性

強磁性

強弾性

マルチフェロイクス
酸素分子磁性

中性子散乱実験

磁気反射、磁気励起を観測

ストライプ秩序の観測とその起源を解明
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J1 = 0.8, J3 = 1.6, D = 2.4 (meV)
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(事務補佐員)

浅井晋一郎
(助教)

長谷川舜介(M2)
菊地帆高(M2) 多自由度の系

磁性と他自由度との相互作用

 酸素分子の磁性 量子性の強い系

バルク物性測定
磁化率、比熱などの物性測定
系のマクロな性質を調べる

物質探索・結晶育成
モデル物質や新規物質の探索
きれいで大きな結晶を作る職人芸

中性子散乱 ～謎解き～
スピンの構造とダイナミクス
磁性現象のメカニズムに迫る

低次元磁性体 量子スピン系

単結晶

 電荷ゼロ
原子核による散乱
大きな侵入長

 スピン1/2
磁気構造解析
磁気ダイナミクスの測定

 波長λとエネルギーE
λ～原子間距離
E～格子振動・磁気相互作用

三軸分光器PONTA (JRR-３)14Tマグネット比熱装置
高エネルギーX線
透過ラウエ装置

O2分子
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Spin model

ラウエ写真

東海キャンパス
A207号室
電話：029-287-8904

URL http://masuda.issp.u-tokyo.ac.jp/index.html

連絡先
柏キャンパス
A527号室
電話：04-7136-3415

T+Lモードの発見

フラストレーション系の
圧力誘起量子相転移

Higgs mode

NG mode

g > gc

M ≠ 0

三角格子反強磁性体CsFeCl3

T

Singlet LRO

QCP

Jeff/D > 1

Δ

Jeff/D < 1 Jeff/D = 1

NG mode

Higgs mode

マルチフェロイクス
Ba2MｎGe2O7

電場下中性子回折実験
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(1)θ=0° S//[100] (3) θ=30° (4)θ=45°S//[110] (2) θ=15°

電気分極の大きさとスピンの向きの関係
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電場によるスピンの制御

Effective Hamiltonian

ブリージングパイロクロア格子系
Ba3Yb2Zn5O11

基底状態の分裂を間接的に観測
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0.815 (E5)

0.756 (E4)

0.536 (E3)

0.405 (E2)

0.024 (E1)

0 (G)

G → E E → E

極低温中性子非弾性散乱実験

Yb3+四面体クラスタのエネルギー準位

Yb3+

4f 13, J =7/2, S =1/2
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